
パブリックコメント　
市川市自転車等駐車場における経営手法の見直し方針案に関する意見募集結果について

道路交通部交通計画課　駐輪・駐車施設担当室

□募集期間：平成27年5月16日（土）～6月15日（月）【30日間】

□ご意見を応募された方の人数及び意見の件数：12名17件

□ご意見への対応：①ご意見を踏まえて修正するもの 　　　　　　　　　　 　　 　　　2件

　　　　　　　　　③今後の参考とするもの　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　 2件

　　　　　　　　　④その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　11件

番号 意見分類 意見の概要 市の考え方・対応 意見対応

1
コストの
適正化

・駐輪場の数や規模を見直して、経費
縮小に努めるべきである。

・駅圏ごとに利用状況の現状と将来の見通
しを勘案しながら、市営駐輪場の統廃合に
ついて検討してまいります。

①

・駐輪場の経営手法の見直しに当っては、
放置自転車対策についても配慮するものと
しています。

・放置自転車の撤去保管料で、現行料金
（自転車3,000円、原付6,000円）は概ね妥
当な額であると考えております。

3
コストの
適正化

・駐輪場管理の業務委託に係る人件費
等や間接費の見直しが必要である。こ
れらを明示し、委託料をどのように下
げるかを考察してから見直し方針を展
開させていくべきである。

・駐輪場の管理等業務委託につきましては
他の業務委託に比して低い間接経費で対応
しているところでありますが、今後とも駐
輪場の利用形態に応じた時間ごとの人員配
置等について精査してまいります。

④

4
料金の
適正化

・無料駐輪場は、最低で100円を徴収す
ることを提案する。

・駐輪場のサービス・地域性に応じた使用
料を設定してまいります。

④

5
料金の
適正化

・屋根や階層で料金の細分化は賛成で
すが、土日は空いているので一時利用
できるようにしてほしい。

・定期利用のスペースを利用率が低くなる
土・日曜日等に１回利用に供することで、
駐輪場の効率的な運用が図れるものと考え
ます。半面、費用の増加もみこまれますこ
とから、利用の状況を踏まえ、柔軟に対応
して、駐輪需要に応えていきたいと考えて
います。

①

6
受益者
の拡大

・受益者を駐輪場利用者に限定するの
は誤りである。駐輪場を設置していな
いバス・鉄道会社や近隣商店、その他
広義の受益者を含め全体で費用負担す
べきであり、運営費を利用料で賄う必
要はなく、無料駐輪場の有料化も不要
である。

・自転車の安全利用の促進及び自転車等の
駐車対策の総合的推進に関する法律の規定
に基づき条例により店舗・事務所等に対し
駐輪場の附置義務を課しております。ま
た、鉄道事業者には、駐輪場設置に当って
同法に規定する用地提供（低額貸付）等の
協力義務を履行していただいおります。

④

　　　　　　　　　　②ご意見の趣旨や内容について、考え方が盛り込み済みであるもの　2件

2
コストの
適正化

・放置自転車の撤去保管に要する経費
を勘案して適正な撤去保管料を設定す
べきである。

④



8
無料駐輪場
の維持

・子育て世帯や若者への支援として、
学生は無料か大幅減額すべきである。

・現在、有料の市営駐輪場の定期利用料金
は、高校生以下については、政策的に一般
料金の半額としております。

④

9
無料駐輪場
の維持

・有料化すると店や公園への放置が増
えて巡回と撤去では限界があるので、
ある程度無料にすべきである。

・受益者負担の適正化を図るため、無料駐
輪場の有料化を考えております。なお、経
営手法の見直しに当っては、ルール・マ
ナーの啓発、放置自転車対策は継続して
行ってまいります。

④

10
駐輪場
の充実

・市川第８の無料駐輪場は満車待ちに
なることが多いが、管理者の裁量に
よって対応が異なる。有料化して駐車
台数の明確化を望む。

・市川第８駐輪場を含め無料駐輪場は有料
化を考えており、適正な収容台数を設定し
て運営してまいります。

②

11
駐輪場
の充実

・自転車利用は、CO2削減、生活習慣
病予防、大震災発生時の代替交通とし
て有効である。市営駐輪場は、放置防
止に留まらず、自転車の利用を促進す
る施設として捉え直すべきである。

・市は主として通勤・通学のための長時間
利用に対応するために駐輪場を整備してき
ており、放置対策のため一部を無料として
きました。
放置自転車がピーク時の12,000台から近年
1,000台未満に著しく減少しており、無料駐
輪場としての政策効果は果たされ、施設の
性格が変容しているものと考えておりま
す。

③

12
民間活力
の活用

・駐輪場の管理は高齢者に任せればよ
い。

・市営駐輪場の経営手法の見直しに当って
は、市内に在住する高齢者の就労機会の確
保に配慮いたします。

②

13
民間活力
の活用

・民間活力の活用により、無料にでき
る駐輪場もあるのではないか。民活の
相手方の決定、その進め方について議
論の余地がある。

・民間活力の活用につきましては、指定管
理者制度（利用料金制を伴う）をはじめ、
サービス向上の観点から最適な手法を種々
検討してまいります。

③

7

・有料化は、世帯構成によっては経済
的に大きな負担となる。駅圏にある駐
輪場のうち１箇所でも無料施設として
確保してほしい。

・市営駐輪場につきましては、特定の方が
利用する施設であり、無料駐輪場にも維持
管理コストがかかっていることから、無料
駐輪場の有料化を考えております。

④
無料駐輪場
の維持



14
民間活力
の活用

・民間で行ってサービスが向上するた
めには、競合他社との競争が不可欠だ
と考えるが、公的な役割が大きい市営
駐輪場でそれを実現できるのか。

・民間活力の活用のあり方につきまして
は、駐輪事業の公益性に鑑みながら、効率
性・有効性などの観点から最適な手法を
種々検討してまいります。

④

・市は主として、通勤・通学者の長時間駐
輪に対応するため駅周辺に駐輪場を設置し
ており、中型・大型バイクの駐輪場での受
け入れは想定しておりません。

・市営駐輪場での受け入れ対象としては、
原付2種（排気量125ccまで）の駐輪需要に
ついて、利用者サービス向上の観点から検
討してまいります。

16
見直し
の時期

・外環道路の整備とともにバス路線を
増設することで自転車通勤は減少し、
駐輪場数も減少するため、バスの利便
性を高めてから有料化をすべきであ
る。

・受益者負担の適正化の見地から、駐輪場
の運営に要する経費は原則、利用者の使用
料で賄うようにするものです。

④

17
見直し
の時期

・自転車の走行空間を整備してから有
料化すべきである。

・平成27年6月、市川市自転車走行空間ネッ
トワーク整備計画を策定しました。今後、
計画に基づき整備を進めてまいります。

④

15
サービス
の拡大

・本八幡駅・市川駅周辺には、中型・
大型のバイク駐車場が少ないので、市
営駐輪場で一部開放してほしい。

④


